
 

 

 

 

 

 

この７月、渡良瀬遊水地はラムサール条約

湿地に登録されました。 

そこで、登録までの長年の活動を振り返り、

いろいろな立場で遊水池に携わってこられた

方々、団体にお話を伺った上で、今後の遊水

池の在り方を探りたいと思います。ゲストに呉

地正行さん（日本雁を保護する会、ラムサー

ル・ネットワーク日本）をお招きしています。 

お誘い合わせて、是非、ご参加ください。 

【プログラム】 

第 1部 渡良瀬遊水地のラムサール条約登録と COP11での登録認定証授与式 

第 2部 遊水池で展開されてきた保全活動 

１ 第 2貯水池計画中止までの活動 

２ 湿地保全再生・基本計画策定までの活動 

３ 条約湿地登録を目指す活動 

第 3部 遊水地で求められるこれからの取り組み 

                            ＜入場無料＞ 

主 催 

渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地にする会／渡良瀬遊水池を守る利根川

流域住民協議会／わたらせ未来基金／藤岡町自然を守る会／日本野鳥の会栃

木／日本野鳥の会群馬／小山の環境を考える市民の会 

お問い合わせ先：渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地にする会事務局 

〒323-0034小山市神鳥谷１丁目６番１９号 浅野正富法律事務所内 

TEL0285‐25‐6577 FAX0285-25-6627 E‐mail m-asano@msd.biglobe.ne.jp 

 

集会後イベント／日本野鳥の会栃木・わたらせファンクラブ共催 

 
集会の後は、遊水地の自然を満喫しましょう！ 

夏の終わり、渡りの途中に集結するおびただしいツバメたち、日没時にヨシ原の

上空を乱舞するその数は、１０万羽を超えるとも。貴重な一場面を観察します。 

＜遊水池会館から観察地点まで、車は相乗りで移動していただきます。＞ 

 

＊「わたらせファンクラブ」は渡良瀬遊水池をラムサール条約登録地にする会が運営しています。 
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